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もみ・わら比は細葉系統が他より高く，大部分の系

統が多肥より優った〇

千粒重，粒大，粒形は中程度であるが，品質は一般

に透明度が不良であった。

4　　ま　　　と　　　め

17クニシキがも。照射系統で葉幅の極めて狭い

倭性のN7－1に一明徳5号を交配して育成した多くの

細葉系統を移植し，穂首分化期における施肥反応を確

かめた。

2　これらの系統は，棄身が短く細葉でやや直立し，

葉色は非常に濃い。上位5葉の葉面掛は小さくササニ

シキの約80多減である。

5　出租前は犠牲であるが，若干の系統は出穂後程

が急速に伸び，レイメイ程度に達するものもある。

4　枚長はやや短いが，穂数は多い。

5　多肥による生育特性の変化は少なく．収量にも

影響がなかった。これは本年度の気象の影野で生育量

の増大に結び付かなかったためと考えられる。

8　細葉系統は葉面積が非常に小さいので，密柿

による穂数増加によって多収化に結び付ける可能性

がある、

ヘドロにおける水稲直播栽培の発芽苗立の安定化について

島田孝之助・金子　浮一・三浦　昌司
（秋田県農業試験場）

1　ま　え　が　き

八郎潟中央干拓地のヘドロは．湛水により浮泥化し

やすく，また透水性不良のため還元化しやすい特性を

持つので，湛水直稀では種子の埋没と酸素不足による

苛立の低下が問題となる。この対策として暗きェによ

る透水性の付与と，その代替としての酸素供給物質施

用の効果について検討したので，その結果について報

告する。

2　試　験　方　法

塩ビ管埋設（2．5mの間隔，深さ40cm）による暗

き上2年日以降の略きょ田と，無暗きょ田を使用し，

47年は透水性及び透水のない場合のCaO2　及びカル

バー（Ca0255痴含有）粉衣が苗立に及ぼす効果を検

討し，48年はこれに接着剤としてポバール（ポリビ

ニールアルコール，重合度：1700）を使用した場合の

粉衣量と百立の関係，及び播種時の鎮圧，溝播処理が

首立の安定化に与える効果を検討した。なお，これら

圃場試験のほか，種子の埋没深と苗立の関係，コーチ

ング方法，及び溶存酸素の測定についてモデル実験を

行った（第1国及び第4，5表参照）。

5　結果及び考察

1．暗きょの効果

暗きェ施工による土壌の変化を三相分布及び含水比

からみると，暗きょ田は無暗きェ田に比較し，液相が

減少して固相が増加し，含水比が20痴以上低下して

いる（第1表）。

次に湛水後の透水性を1日当り減水深でみると，暗

きェによる増加は5乃彪以下で僅少であり，土壌Eh6に

ついても同傾向がみられる（第5表）。しかし播種後

生育初期の平均地温は高めに経過し（第2表），これ

らの総合効果が苗立歩合を高めた。また間断落水（2

～5日おきに昼間芽干し）を併用すると効果があがる

が雀害防止には留意が必要であった（第1図－1）。

第1蓑　土壌の三相分布

、日

暗きェの有感＼
含水比 含水率

三 相 分 布（多）

凶　 相 液　 相 気　 粕

無 暗 き　ェ　田
　 痴
127 4
　 卑
5（～．0 2 1．7 75．1 2．8

暗　 き　 ょ　田 105．2 50．8 25．7 72．1 2．5

第2表　地下5C戎平均地温（℃）

5 亘＝］半

5 半 句 d 半 句 1 半 句

17 7 1 8．2 19 8

1鼠9 18 ．2 2 1．2

第5表　減水探及びE毎

　 項 目

精 無月 皇
減　 水　深 E h6

5／18 ～21 5／50 d／ 15

無 暗 き　ょ　田 0 ～ 1 原戯 ＋299 m V ＋207 m V

暗きェ田
直上 5 ～ 5

＋558 ＋28 7
渠 間 1 ～ 5
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2．酸素供給物質粉衣の効果

透水のほとんどない無暗きょ田でのCaO2およびかレ

バーの種子粉衣が，苗立歩合に与える効果をみると，

カルパーの50痴粉衣では無処理区と差がなく．80，

100多と粉衣量が多くなるほど苗立歩合の向上がみら

れ，Ca02　についても同じ傾向を認めた（第1図ト1）。

一方，カルパーの効果を埋没珠との関係で明らかにす

る目的でポット試験を行った結果（第1区ト2）では，

1．0膵埋没区が0．5e盈埋没区に比し，カルパー粉衣の

（1）

効果が顕著であるが，粉衣量からみると，25痴粉衣

区が最も苗立歩合が高く，これより粉衣量が多いと効

果が漸減した。両試験で粉衣量と効果の関係が異なる

理由については，圃場試験では播種湛水後カルパーが

桂子から水中に離脱する部分が多かったのに対し，ポ

ット試験では離脱がなかったためと推論された。ポッ

ト試験での水のpHをみると，粉衣量が多いほど高い

傾向を示し，これも多量粉衣による効果漸減の一困と

考えられる。
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第1図　透水性，カルパー処理及び播毯法と酋立歩合

5，　コーチング方法とその効果

カルパーを効率的に使用する目的で，接着剤として

アラビアゴムとポパールを供試し，カルパーのコーテ

ング方法を検討した（第4衷）。対乾籾重で50痴及

び50肇のカルパーを所定濃度の接着剤に浸した種子

にコーチングし，一夜放置後．水中での粉衣状況を

みた。まず粉衣能力は，ポバールではd肇でカルパー

50喀近い量をコーチソグできるが，5肇では50褒

程度となる。アラビアゴムはポバールに劣った。次に

播種後の粉衣状況は，アラビアゴムではカルパーが容

易に種子から遊離して接着剤としての効果がないのに

対し，ポバールの接着効果は明瞭であり，10日後で

も25喀以上の付着がみられた。これらのコーチング

種子の発芽状況をみると，ポバール液では5％処理が

6痴勉理に比し出芽が早く，この点も考癒して

接着剤の濃度は5～4．5肇が適当であると考えられ

た。

次にポバールの4＿5喀液を用いてカルパーをコーチ

3　4　5　6　7　8　910

溝　　鎮溝　　鎮溝

カルパー30　　　50％

（3）

第4表　コーテングの効果

粉 】

接 着 剤 と そ の
実　 際 粉衣 状 況

10 日後

衣

量
濃　　　　　　 度

粉 表 さ

れ た景

（面枯 痴 ） の

付 着量1 時 間 2　　 日

50

解

無　　 使　　 用

　 喀

2 1．9 1 9 1 d

キ

4

アラビアゴム 25 喀 2 7 5 2 4 1 4 0

〝　　　　 10 5 2．0 2 8 1 9 2

ポ　ノミ　ー　ル　 d 4 8．9 8 4 8 5 2 7

〝　　　　　 5 5 1．9 d 9 6 2 9

5 0

喀

無　　 使　　 用 2 8．9 5 5 2 2 5

アラビアゴム 25 多 2 ♀2 1 9 1 5 0

〝　　　　 10 2 8．0 1 8 1 2 2

ポ ／ミ　ー　ル　 d 2 9 0 1 0 0 9 占 2 5

〝　　　　　 5 2 R 9 7 8 5 5 1 5

ソグし，苗立歩合との関係を検討するとともに．播種

後鋲圧及び条溝（深さ1cm）に播稔して埋没する条件

を与えた場合の甫立及び倒伏抵抗性に及ぼす効果も検
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討した（第1図－5）。その結果を苗立歩合からみる

と，カルパーのコーチング区はいずれも無処理区に勝

り．鎮圧によって更に向上している。清播区は普通播

（5．8区）に比し10喀内外，苗立歩合が低下する

が，苗の定着性が安定しているので．更に検討の余地

があると考えられた。粉衣量からみると50喀区が50痴

区に勝り，ポット試験での推論が確認された。

4．　カルパーの持続性

コーチングされたカルバーの持続性を，500〇〇　容

ビーカー内のヘドロにコーチング種子20粒を播いて，

その土壌水中の溶存酸素の推移と土壌還元容量（R・C）

から推定した（第5表）。

第5表　土壌水中の溶存酸素測定結果（室内実験7月1日～18日）

訂 ∵ 溶存酸素量 （p p m ）　　　　 R ．C＊ 播　 種 11 日　後　 の　生　 育

2　日　後 4　日　後 1 1 日後 1 7 日後 出　芽　 率 草　　 丈 最長板長 板　　 数

無　　 処　 遇を 0 0 0 1 7 1．7
　 卑
6 5．0

　 C澗
4．5
　 e研
1．4
　 本
1．d

カルパー　50 解 1．9 5 4．5 8 0 5 5．2 9 0．0 1 0．2 6．9 8，6

〝　　 50 肇 4．1 9 4．8 1 0 5 1．9 9 1．5 1 0，4 ス4 8．0

＊印‥乾土100才当り1覧KMn。4消費量（叫を示す〔

カルパー処理区は無処理区に比し溶存酸素量が高く経

過するが．11日後には皆無となる。しかし17日後

に土の還元容量（R・C）を測定した結果，カルパー処

理区のR・Cが低く．還元化が弱いことを認めた。この

実験は気温が高い時期のものであるが，還元化の早い

ヘドロにおいても20日程度の持続効果があるものと

推定された。

4　　む　　　す　　　び

以上のことから，ヘドロでは暗きェによる透水性の

付与は，土壌物理性の変化に伴い苗立の向上に効果が

あるが，カルパーを50郵程度コーチングするなどの

酸素供給物質の活用も首立向上の一手段として有効で

あることを認めた。

乾田直播における整地法と砕土率の向上について

＊深沢　昭吾さ和催　平吉
（＊山形県農業試験場庄内支場

1　ま　え　が　き

直播栽培の安定化のためには，発芽の苛立ちの斉一

が重要であり，従来の研究結果から砕土は播種層で2

㈹以下の土塊が，70喀以上であることが要求される

ので，表層砕土率を高める省力砕土法について，乾田

直播整地法の一環として検討したので，結果の概要を

報告する。

2　試　験　方　法

1．試験年次　昭和47～48年

2．試験場所　庄内分場排水施設化は場

5．試験区の構成

＊＊山形県農業経営研修所）

（1）耕うん土塊の大小と砕土

耕 うん Ⅰ速 ロークリ耕 Ⅱ速 ロータリ耕 備　　　　　 考

砕 土

普 通 ロー ク リ 普 通 ロー ダ リ 砕 土回 数 は 2

砕 土 ロー タ リ 砕 土 ロー ク リ e郡以 下 の土 塊

カ ゴ ロー ク リ カ ゴ ロー ク リ が7 0 多 とす る。

（21砕土方法と鎮圧

砕　 土　 法 ■全　 層　 砕 土 表　 層　 砕　土

鎮　　 圧

播 種 前 鎮 圧 播 程 前 鎮 圧

播 種 後 鎮 圧 播 種 後 鎮 圧

播種前後鎮圧 播種前後鎮圧

4．供試機械

（】1トラクター，マッセイ77－ガソソMF－55


